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 研究背景と目的 
カンボジアではサービス業と農業が主要産業で、特に

観光業が経済の約2割を占める。アンコール遺跡群が観
光の中心であり、遺跡保存には自然風化や排ガスなどの
環境負荷が問題となっている。COVID-19で観光客は激
減したが、2023年には回復した。それに伴い、観光関連
の交通手段や未舗装道路、野焼きなども大気汚染源とな
り、健康への影響が懸念される。プノンペンやシェムリ
アップでは大気質の悪化が進行していると言える。本研
究では、アンコール遺跡群およびその玄関口のシェムリ
アップにおけるガス、エアロゾル、降雨に含まれる大気
汚染物質の実態解明を行い、アンコール遺跡群に対する
湿性沈着および乾性沈着による負荷量と発生源を推定し、
大気環境保全に資することである。 
 

 方法 
早稲田大学、帝京科学大学、埼玉県環境科学国際セン

ターが連携し、雨季（8月下旬〜9月上旬）と乾季（2月下
旬〜3月上旬）、それらの移行期（4〜5月）を主な観測期
間と設定して、3つの課題に取り組む。課題1として自動
大気観測装置をシェムリアップ市内とアンコール遺跡に
設置し、現地研究者を育成する。課題2として乾性沈着の
実態を調べるため、同地点で粒子・ガス状汚染物質を採
取し日本で分析する。課題3として湿性沈着を対象とし、
雨水中の成分や生物起源氷晶核を分析し、豪雨形成への
影響を評価する。各課題には大学院生も参加し、国際共
同研究を推進する。 
 

 実施内容 
今年度は乾季の観測として2月16日から25日に渡航し

た。活動はJASA（日本国政府アンコール遺跡救済チーム
とカンボジア政府組織APSARAの共同チーム）のシェム
リアップオフィスを拠点とし、アンコール・トムの中心
であるバイヨン寺院やアンコールワット、シェムリアッ
プ市内などで行われた。17日から24日まで、観測機材の
設置・回収、歩行調査への同行、トンレサップ湖での採
水調査などを連日実施した。特に氷晶核計測用の試料採
取のための機材はJASAオフィスとバイヨン寺院周辺に
設置された。機材の設置と撤収は毎日朝夕に行われ、現
地の実情に応じた運用体制の確認と調整を行った。 

人口減少および気候変動に対する野生動物の行
動・生態・生理的応答指標の確立 

（独）日本学術振興会科学研究費（令和3〜7年度） 
 

角田裕志（代表） 
共同研究機関：山形大学、日本獣医生命科学大学、(国研)
農業・食品産業技術総合研究機構 
 

研究背景と目的 
人口減少と気候変動は自然環境に大きな影響をもたら

すことが懸念されている。本研究では、中・大型哺乳類
の行動・生態・生理的な応答を明らかにし、将来の野生
動物の分布変化や個体群動態への予測の基盤となる行
動・生態・生理的指標の確立を目的とする。具体的には、
人口減少に関して農山村の過疎化や放棄地の増加が野生
動物の行動、生息地利用の変化と血中・糞中の各種ホル
モン物質の量や動態に及ぼす影響を各種の野外調査や野
外実験、室内実験を通して明らかにする。また、気候変
動に関しては、猛暑や多雪などの極端気象に対する野生
動物の行動的な応答と生理的影響に関してGPS発信機
付き首輪に体温ロガーを装着したバイオロギング法によ
って明らかにする。 
 

今年度の実施内容 
野生動物の行動や生息地利用と人為撹乱強度との関係

を明らかにするために、長野県軽井沢町の国有林内にお
いて自動撮影カメラを設置し、ニホンジカ(Cervus nip行
動調査を行った。年度内に回収した動画は獣種や撮影時
間などを記録・集計し、行動分析を行った。 

昨年度に続き、野生動物の行動に対する気候変動影響
を把握するために冬季にタヌキ(des)の自動撮影カメラ
による出没状況と行動の調査を行った。 
 

結果 
埼玉県奥秩父地域の人為撹乱影響が少ない地域におけ

る ニ ホ ン ジ カ の 行 動 反 応 に つ い て 論 文 を 発 表 し た
(Tsunoda & Hirao 2025)。また、全調査サイトを用いて
予備的な解析を行い、人為撹乱に対する警戒レベルは奥
山(秩父市）や国有林(軽井沢町・南会津町)と比べて里山
地域(南会津町)において顕著に高い傾向が示された。こ
の結果は、営農や居住など継続的な人為撹乱がニホンジ
カの行動反応に影響を与えたことを示唆している。今後、
人為撹乱の種類や強度と、ニホンジカの警戒レベルや夜
行性レベルの関係を定量的に解析する。 


